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法
政
史
学

第
二
十
号

大

和

政

権

成

立

~ 

の
初

現

の

{ま

め

じ

大
和
政
権
の
成
立
、
あ
る
い
は
そ
の
政
権
授
受
と
も
い
う
べ
き
も
の
に
つ

い
て
は
、
古
代
史
研
究
の
諸
先
輩
に
よ
っ
て
、
最
初
が
崇
神
・
垂
仁
・
景
行

の
三
天
皇
に
よ
る
王
朝
(
第
一
次
)
、
つ
ぎ
が
応
神
・
仁
徳
・
履
中
・
反
正

・
允
恭
・
安
康
・
堆
略
な
ど
の
天
皇
に
よ
る
王
朝
(
第
二
次
)
、
第
三
次
が

継
体
天
虫
に
は
じ
ま
る
王
朝
と
い
う
よ
う
に
考
察
さ
れ
、
ま
た
、
そ
の
い
ず

れ
の
王
朝
も
、
在
地
豪
族
と
の
結
合
に
よ
り
、
政
権
を
確
立
し
た
と
い
う
考

察
が
な
さ
れ
て
い
る
。

と
く
に
第
三
次
の
継
体
天
皇
に
お
い
て
は
、
前
二
次
の
王
朝
の
地
盤
と
も

い
う
べ
き
大
和
・
河
内
の
、
大
和
川
流
域
地
域
へ
の
進
出
ま
で
、
大
和
・
河

内
・
山
背
・
摂
津
の
四
国
分
界
点
付
近
、
淀
川
・
木
津
川
流
域
、
河
内
の
樟

(

2

)

(

3

)

(

4

) 

葉
、
山
背
の
筒
域
・
弟
国
と
遍
歴
、
近
江
・
尾
張
地
方
の
勢
力
を
背
景
に
、

大
和
の
在
地
豪
族
と
対
立
、
葛
城
系
に
属
す
る
第
二
王
朝
の
仁
賢
天
皇
と
、

和
耳
系
の
春
日
大
娘
女
史
女
と
の
聞
に
生
れ
た
娘
、
手
白
呑
皇
女
を
皇
后
と

ノ、
i叫

考

察

関

連

て
1
1
l
l

し

i允
I久

島

;欠

(
6
) 

し
て
、
大
和
の
磐
余
玉
穂
官
に
入
る
の
で
あ
る

Q

す
な
わ
ち
、
武
力
を
示
す

も
、
武
力
に
よ
る
進
攻
で
な
く
、
政
略
結
婚
1

1

和
叫
に
よ
っ
て
、
政
権
を

確
立
し
た
の
で
あ
る

Q

し
か
し
、
継
体
天
阜
の
崩
じ
た
後
の
興
津
城
は
、
手

白
呑
皇
女
の
会
田
陵
の
よ
う
に
、
磐
余
王
穂
官
に
は
遠
く
な
く
、
ま
た
和
耳

(
7
) 

氏
本
貫
地
に
も
近
い
天
理
市
中
山
町
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
営
造
さ
れ
た
の

(
8
) 

で
は
な
く
、
摂
津
の
一
一
一
島
藍
野
に
営
造
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
継
体
天
虫

(
9
) 

が
磐
余
玉
穂
官
に
入
っ
て
、
わ
ず
か
五
年
で
崩
じ
た
た
め
、
第
一
・
第
三
次

王
朝
の
地
盤
に
、
自
己
の
地
盤
1
1
8
本
貫
地
と
い
う
べ
き
も
の
常
設
け
え
ず
、

大
和
・
河
内
へ
の
進
攻
時
に
設
け
た
河
内
の
樟
葉
の
進
攻
芯
地
に
近
い
、
出

津
の
三
島
藍
野
に
営
ん
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
摂
津

は
、
淀
川
を
は
さ
ん
で
河
内
と
対
立
す
る
地
域
で
あ
り
、
河
内
←
大
和
へ
の

進
攻
に
際
し
て
は
、
勢
力
温
存
に
適
し
て
い
る
と
も
い
え
る
地
域
で
あ
る

J

第
二
次
王
朝
の
始
祖
、
応
神
天
皇
は
、
新
羅
か
ら
帰
還
し
た
神
功
問
目
、
山
、

筑
紫
の
宇
漏
で
良
子
を
分
焼
、
皇
后
E
U
K
子
ぽ
難
波
に
帰
っ
て
く
る
と
い

(
叩
)

ぅ
、
出
生
説
話
の
ご
と
く
、
北
九
州
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
大
和
政
権
を
纂
奪
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す
る
に
際
し
て
は
、
第
一
次
ピ
胡
の
け
川
比
百
(苦
ド
い
の

娘
、
仲
杭
を
日
一
日
と
し
て

お
り
、
在
地
家
族
と
外
来
豪
族
と
の
和
介
、
あ
る
い
は
誠
一阪
を
考
え
さ
せ
れ

れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
難
波

2
2
1進
攻
に
際
し
て
は
、

議

の

(ロ)

務
古
水
門
に
入
る
な
ど
の
も
た
つ
き
が
あ
り
、
こ

の
こ
と
か
ら
、
淀
川
右
岸

に
お
け
る
基
地
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
考
え
き
せ
ら
る
の
で
あ
る
。
し
か
し

こ
の
応
神
天
皇
の
奥
津
城
た
る
古
墳
は
、
第
二
次
王
朝
の
一
某
地
に
近
い
河

〈

M
)

内
の
誉
回
、
恵
我
藻
伏
岡
に
、
当
時
畿
内
に
盛
行
す
る
前
方
後
円
墳
の
雄
大

な
も
の
を
、
天
皇
の
威
風
を
示
す
が
ご
と
く
営
み
、
ま
た
そ
の
子
、
仁
徳
天

皇
は
、
自
分
の
陵
を
、
父
応
神
天
皇
の
陵
に
凌
駕
す
る
も
劣
ら
な
い
焔
大
な

(
お
)

前
方
後
円
墳
を
、
和
泉
百
舌
鳥
耳
原
の
地
に
設
け
て
、
そ
の
権
力
を
示
し
て

い
る
こ
と
は
、
継
体
天
皇
の
在
地
豪
族
と
の
和
合
程
度
の
差
で
あ
る
か
も
知

へ
ほ
山
)

‘L
F
h

、。

v
Z
Jん
し

だ
が
、
応
神
・
仁
徳
岡
天
皇
陵
の
所
在
地
、
あ
る
い
は
履
中
・
反
正
・

允

恭
と
つ
づ
く
第
二
王
朝
の
陵
が
百
舌
鳥
と
誉
回
地
方
に
所
在
し
、
ま
た
仁
徳

天
皇
の
皇
后
、
磐
之
媛
命
陵
が
、
奈
良
盆
地
北
辺
、
佐
紀
丘
陵
の
平
城
坂
上

(
口
)

に
営
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
営
造
地
の
周
辺
に
は
、
陵
某
葬
送
関
係

の
氏
族
と
い
わ
れ
る
土
師
氏
本
流
四
腹
の
本
貫
地
が
あ
っ
て
、
応
神
天
皇
陵

(
凶
)

を
は
じ
め
と
す
る
陵
墓
を
営
造
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
土

師
氏
本
流
四
腹
の
一
腹
、
の
ち
に
菅
原
氏
主
改
氏
姓
し
た
一
支
族
(
腹
)
は

(
m
m
) 

第
二
次
王
朝
に
宮
城
氏
よ
り
も
多
い
后
妃
を
出
し
て
い
る
和
沼
氏
の
勢
力
範

囲
と
も
い
う
べ
き
と
こ
ろ
に
居
住
し
て
お
り
、
さ
ら
に
応
神
天
皇

・
磐
之
援

命
・
仁
徳
天
皇
の
御
陵
と
治
定
さ
れ
て
い
る
前
方
後
円
墳
に
お
い
て
、
そ
の

築
造
企
画
の
同
一
性
が
み
ら
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
崩
年
の
順
序
の
如
く
、

端
的
な
変
遷
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

大
和
政
権
成
立
へ
の
一
考
察
(
小
島
〉

(
却
)

す
な
わ
ち
、
ヒ
刑
宏
範
氏
の
算
川
数
的
に
よ
る
と
、
応
神
天
日
伎
と
磐
之

日以
命
陵
と
は
、
6

一1
一3
で
、
仁
佐
天口一
肢
に
、
応
料
一一
八
日
肢
の

た十九九八

計
の
中
央
で
上
下
に
切
離
し
、
そ
の
1
の
部
分
を
二
単
位
分
だ
け
延
L
た
と

推
さ
れ
る
6

一3
一3
で
あ
っ
て
、
こ

の
よ
う
な
変
化
は
、
磐
之
媛
命
陵
の

所
在
す
る
佐
紀
古
墳
群
に
お
い
て
、
そ
れ
も
隣
接
す
る
コ
ナ
ベ
古
墳
と
ウ
ワ

ナ
ベ
古
墳
と
の
間
に
お
い
て
も
求
め
ら
れ
、
よ
っ
て
、
同
一
指
尊
者
か
、
同

一
氏
族
に
よ
る
築
造
の
企
画
性
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
営

造
の
序
列
に
つ
い
て
は
、
応
神
天
皇
・
磐
之
援
命
の
両
陵
は
二
重
の
周
一
燥
を

有
し
、
仁
徳
天
皇
陵
に
お
い
て
三
重
に
な
る
と
い
う
遷
呉
が
あ
っ
て
、
端
的

な
変
遷
案
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
私
考
を
進
め
る
と
、
第
二
次
王
朝
に
お

い
て
は
、
ム
ム
師
氏
本

流
山
胞
の
う
ち
の
何
肢
か
に
よ
る
境
基
営
造
の
可
能
性
が
大
き
く
浮
び
上
る

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
第
二
次
王
朝
が
、
陵
墓
葬
送
の
氏
族
と
も
い
う
べ
き

も
の
に
い
た
る
ま
で
、
在
地
豪
族
と
の
融
和
が
円
十
く
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
が
、
い
づ
れ
に
し
て
も
、
そ
れ
は
第
二
次
王
朝
の
み
で
な
く
、
継

体
天
弘
に
お
い
て
も
、
摂
津
を
勢
力
下
に
お
き
、
大
和

・
河
内
へ
の
進
攻

・

和
肢
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る

J

し
か
ら
ば
、
第
一
次
の
崇
神
天
皇
に
は
じ
ま
る
王
朝
の
成
立
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
こ
の
王
朝
に
対
し
て
、
北
方
系
の
騎
馬
民
族
に
よ
る
征
服
烹
朝

(
幻
)

〉
」
す
る
見
解
に
つ
い
て
は
、
直
ち
に
賛
辞
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

出
神
天
皇
が
来
臨
し
、
神
武
天
皇
の
東
征
説
話
か
ら
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
磯

城
地
方
の
有
力
な
豪
族
を
統
属
下
に
入
れ
る
と
と
も
に
、
一
一
一
輪
山
の
祭
杷
権

を
掌
握
し
て
、
は
じ
め
て
畿
内
を
中
心
と
す
る
政
権
を
確
立
し
た
と
い
う
考

(
辺
)

察
は
不
可
能
で
な
く
、
そ
れ
が
三
輪
山
を
と
り
ま
く
地
域
に
、
磯
城
瑞
離
宮

ノ、

五
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法
政
史
学

第
二
十
号

(
お
〉

(μ)

ハ
崇
神
〉
、
巻
向
珠
城
宮
(
垂
仁
)
、
纏
向
日
代
官
(
景
行
V

が
存
在
し
た
と

(

お

)

(

部

)

す
る
伝
承
と
、
こ
れ
ら
の
宮
の
北
方
に
崇
神
天
皇
陵
、
景
行
天
皇
陵
と
み
な

(
幻
)

さ
れ
て
い
る
前
方
後
円
墳
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

だ
が
、
こ
の
第
一
次
王
朝
に
関
係
す
る
説
話
の
多
く
は
、
三
輪
祭
配
権
掌

握
の
葛
藤
で
あ
っ
て
、

崇
神
天
皇
と
在
地
豪
族
、
三
輪
君
ら
の
祖
先
と
の
和

時
、
あ
る
い
は
統
属
下
に
お
さ
め
る
か
の
問
題
で
あ
っ
て
、
山
京
神
天
皇
の
来

臨
と
も
い
う
べ
き
も
の
の
経
路
は
、
神
武
天
皇
と
崇
神
天
皇
と
を
重
ね
、
同

一
人
と
し
て
、
神
武
説
話
を
崇
神
天
皇
に
あ
て
は
め
な
け
れ
ば
、
第
二
次
王

朝
や
、
第
三
次
王
朝
の
よ
う
な
解
決
は
な
し
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
崇
神
天

主

・
景
行
天
皇
陵
な
ど
、
一
二
輪
山
を
と
り
ま
く
地
域
の
古
墳
を
綜
覧
す
る
と

き
、
そ
こ

に
、
こ
の
崇
神
天
皇
来
臨
経
路
の
一
端
が
浮
び
上
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
三
輪
山
周
辺
の
古
墳
に
お

い
て
、

崇
神
天
主
が
実

在
し
、
そ
の
在
位
年
代
を
、
二
七

O
I
二
九

O
年
ご
ろ
と
推
定
の
上
に
た

っ

た
場
合
に
お

い
て
は
、
現
在
、
そ
の
時
期
と
推
定
で
き
る
古
墳
は
な
く
、
こ

こ
で
考
察
す
る
事
項
が
消
滅
し
て
し
ま
う
し
、
ま
た
、
古
墳
文
北
の
普
及
伝

掃
と
大
和
政
権
成
立

・
勢
力
の
拡
大
と
の
関
係
を
も
消
減
し
て
し
ま
う
の
で

あ
る
が
、
第
一
次
王
朝
は
、
第
二
次
王
朝
成
立
以
前
の
四
世
紀
の
中
頃
ま
で

と
い
う
こ
と
に
お
い
て
、
つ
ぎ
に
、
辛
に
し
て
遺
存
し
、
幸
に
し
て
知
り
え

た
古
墳
か
ら
、
崇
神
天
皇
来
臨
経
路
の
一
端
と
な
る
べ
き
も
の
の
考
察
を
な

し
て
み
よ
う
と
思
う
。

一託
(
1
〉
井
上
光
点
『
神
話
か
ら

附
史
へ
'
一一
(
日
本
の
医
史
1
v
m
和
四
C
化
、

上
回
一
正
町
一
大
和
朝
廷
』
附
和
四
二
年
、
石
刊
英
一
郎
編

『
シ
ン
ボ

ー..L.ノ、
_L. ノ、

ジ
ウ
ム
日
本
間
家
の
起
源
』
開
和
山
二
年
守
。

〈
2
)

一
日
本
書
紀
』

継
体
天
宗
一
光
年
森
正
月
の
条

Q

樟
葉
守
口

こ

(
3
〉
『
日
本
書
紀
』
継
体
天
白
γ

一九年九、
十
月
の
条

u

「選
二
郡
山
背
筒
城
こ

ハ
4
)

『
日
本
書
紀』

経
体
天
白
山
十

二
年
春
三
月
の
条
ω

「
甲
子
、
選
-
訴

弟
国

こ

(

5

)

『
日
本
書
紀
』
継
体
天
白
し
元
年
三
月
の
条
に

「
(
略
〉

:
:
:
主
情
こ
礼

儀
一
奉
レ
迎
一一
子
山
香
宅
一
女
一
、
甲
子
、
立
二
県
后
千
白
香
里
女
一
、
惰
一
一
|

数
千
内
一
、
:
:
:
〈
略
〉
」
と
あ
る
が
、
以
下
の
記
載
で
も
み
ら
れ
る
ご

と
く
、
既
に
尾
張
連
出
の
自
子
媛
、
一
ニ
尾
角
折
君
の
妹
、
雅
子
緩
を

安
、
二
兄
(
安
関
・
宣
化
〉
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
干
白
香
聖
女

を
迎
え
る
の
は
相
当
遅
い

と
み
ら
れ
る
。

(
6
〉
『
日
本
書
紀
』
継
体
天
皇
廿
年
秋
九
月
の
条
。
「
乙
酉
、
選
二都
磐

余
玉
穂
一、」

〈
7
〉
会
田
陵
に

つ
い
て
は
、

記
紀

に
記
載
な
し
、
詩
陵
式
に
会
田
墓
と
し

て
み
ら
れ
る。

(

8

)

一
日
主
書
一ピ』

-vduh--
一六
E
.

・γ」
五
年
九
、
十
二
月
の
条
c

一
広三十
、一
手
-一
一一J

一三
野
院

一、」

(

9

)

一
一
.
日
本
書
紀
』
軟
体
天
平
一
廿
五
年
春
二
月
の
条
。
「
丁
未
、
夫
皇

崩
二
千
磐
余
玉
穂
宮
一
、
」

(
叩
)
『
日
本
書
紀
一
泊
功
自，kE1
仰い政
前戸一
一十
二
月
の
条
の「
辛
亥
、
生
-
き

ーい
一千
八
山
一
於
…
不
一
禁

一、故-一
時
人
号
一
一
一
去
百
r
J
r
一戸一
宇
端
正
・
~
包
一

色
、.一ア「二

后
摂
政
一五年

の久木、

古
事
記
中
巻
に
み
ら
れ
る。

(
日
)

『
日
本
書
紀
』
応
神
天
照
二
年
春
三
月
の
条
、
一
壬
子
、

立
こ
仲
航
-

「

f
工
、

!
J
Jj

↑
ほ
t
f
I
可ノ
じノヂ
一一
t
z
，
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為
二
日一
心后
二」

(
ロ
〉
一
日
本
書
紀
』
神
功
皇
后
摂
政
元
年
二
月
の
条
一
(
略
)
:
:
:
虫
后
之

船
直
指
コ
難
波
一
、子
時
皇
后
之
船
廻
-於
海
中
一以
不
レ
能
レ
進
、
更
還
ニ

務
古
水
門
一而
卜
之
、
:
:
:
(
略
)
」

(
日
)
現
在
の
淀
川
下
流
地
帯
の
右
岸
を
お
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
神
的

川
か
ら
問
、
現
有
の
神
戸
港
中め
た
り
ま
で
を
お
す
。

(
臼
)
諸
段
式
に
「
恵
我
涜
伏
岡
陵
在
一
一
河
内
閏
志
紀
郡
六
」

(
日
)

『
口
本
書
記
』
仁
徳
天
泉
六
十
七
年
十
月
の
条
、
「甲山叩
、
幸
ご
河
内

凶
石
津
原
一、
以
定
ご
陵
地
一
、丁
酉
、
治
築
レ
陵
、
:
:
:
(
略
)
:
:
:
故

号
こ其
処

一、
回
二
百
舌
鳥
耳
原
一者
呉
是
之
縁
也
、
」

(
日
)
雄
大
な
陵
墓
常
造
地
を
荒
野
に
求
め
た
た
め
に
、
摂
津
の
不
毛
の
地

に
営
ん
だ
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
は
仁
徳
帝
陵
か
ら
も
芳
え
ら
れ

る。

(
口
〉

『
日
本
書
紀
』
仁
徳
天
引
i

品
川
七
年
十
一
月
の
条
、

「
乙
酉
、

葬
一一
空

后
於
那
経
山
一
、
」
・

諸
段
式
に
は
「
平
城
坂
上
基
磐
之
媛
命
在
二
大

和
国
添
上
郡
こ

(
日
)
拙
稿
「
土
師
同
肢
と
古
墳
」
(
一u

末
、
永
先
住
吉
柿
記
念
古
代
学
論
十!と

所
収
)
開
和
四

二
年

(
叩
V

伴

俊

男

「

ワ
ニ

氏
に
閃
す
る
北
川
般
的
点
々
や
れ
小
」

(

『
作
令
国
家
の
基

艇
構
造
』
所
収
〉
昭
和
一
二
五
年

ハ
初
)
上
川
宏
範
「
前
方
後
円
墳
に
お
け
る
築
造
企
耐
の
展
開
」
〈

『
近
鼠

古
文
化
論
攻
』
所
収
)
附
和
一一一

七
年
・
以
下
の
数
値
は
こ

れ
に
よ

『ハ
V

Q

(
幻
)
江
上
波
夫
ほ
か

一
日
本
民
放
の
起
訴
』
昭
和
一
二
三
年

大
和
政
椛
成
立
へ
の

一
考

察

(
小
島
V

(
忽
)
一
日
本
書
紀
』
山
一
一ぷ
神
天
皇
三
年
の
先
、

是
謂
一
五
晴
雄
官
二」

(
お
)

『
日
本
書
紀
』

圭
仁
天
県
二
年
の
条
一
十
月
、
更
都
ニ
於
組
向
一
、
是

謂
こ
珠
城
宮
一也、」

(川
仏
)

〔日
本
書
紀
』
景
行
一大型
四
年
十
一
月
の
条

一i

乗
輿
白
こ
£
濃
一江一辺
、

則
一
史
都
二
於
継
向
一
、
是
謂
こ
日
代
官
二
」

(
お
)
『
日
本
書
紀
』
畏
仁
天
空
一
冗
年
十
月
の
条
、
「
安
丑
、
葬
ご
御
間
城
天

'q於
山
辺
道
上
陵
一、
」
・
一“古
事
記
』
に
は

「
御
陵
在
一一
山
辺
道
勾
之

同
上
一
也
」

(
お
)
「
日
本
書
紀
」
成
務
天
白一
一二
年
十
一
年
の
条
、

彦
天
皇
於
倭
同
之
山
辺
道
上
陵
一
、
」

(
幻
)
前
註
1

一
九
月
、
選
一一
都
於
磁
域

一、

「
壬
午
、

-
円
1

.

、t
ム

ホ
引

こ
4
ノ
じ
λ

第
一
次
王
朝
周
辺
の
古
墳

第
一
次
王
朝
の
本
拠
地
と
も
い
う
べ
き
三
輪
山
を
と
り
ま
く
地
域
に
は
、

三
輪
山
の
西
北
方
、
崇
神

・
長
行
両
天
皇
陵
を
中
心
と
す
る
柳
本
古
墳
群
と

呼
ば
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
北
方
に
は
、
手
自
呑
皇
女
の
余

お
や
ま
と

m陵
に
治
定
さ
れ
て
い
る
前
方
後
円
墳
を
合
む
大
和
古
墳
群
と
呼
ん
で

い
る

も
の
が
あ
る
。
ま
た
一
一
一
輪
山
の
出
方
に
は
、
一
二
輪
山
と
初
瀬
川
を
は
さ
ん
で

対
附
す
る
わ
見
山
の
山
麓
を
中
心
と
し
て
、
茶
臼
山
・
メ
ス
リ
山
な
ど
の
古

墳
群
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
古
墳
群
は
、
は
じ
め
に
も
記
し
た
磐
之
援
之
援
命
陵

・
ウ
ワ
ナ

ペ
・
コ
ナ

べ
な
ど
の
前
方
後
円
墳
の
所
在
す
る
佐
紀
古
墳
群
や
、
柳
本

・
大

和
古
墳
群
と
相
対
す
る
奈
良
盈
地
西
辺
の
新
山
・

佐
味
回
宝
塚

・
乙
女
山
・

h

¥

J

J
〕

↑ノ

，斗‘
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史
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巣
山
な
ど

の
古
墳
が
所
在
す
る
馬
見
古
墳
，
幹
、
あ
る
い
は
、
こ
の
応
見
古
墳

川
町
と
鳥
見
山
麓
古
境
併
と
を
結
ぶ
線
の
而
に
あ
る
古
墳
併
よ
り
も
古
く
、
ま

た
、
そ
の
柳
本
古
墳
群
に
お
い
て
も
、
崇
神
天
川
正
陵
は
、
前
方
後
円
境
に
お

い
て
、
初
現
的
な
姿
を
一
不
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
古
い
と
い
う
推
定
は
、
す
べ
て

の
古
墳
を
ぷ
網
に
兎

輪

王

方

円

墳

(
令
双
方
小
円
墳

・
除
横
穴
式
石
本
墳
)

ト
-f
与、

配
肘
レ

1
4 
1 11 

J: 

辺

主

朝

要

前

周

群
名

墳

Jj 
f立

規

名

也e寸hs'

北
国

群墳古本

石

名

塚

'γ

日
墳

11 

ト
川
面

周
濠
、
全
長
約
七
五
米
、
前
方
郎
幅
約一一

五
米
、
後
門
部
径
約
四
正
米

ノ

J 、

ラ

古

墳

η 

司王

山
川
〕

a司
法

相IJ

iゐE

iI :i 

六
八

掘
調
交
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
紡
川
市
に
よ
っ
て
の
も
の
で
な
く
、
と
く
に
崇
神

天
日
陵
に
お
い
て
は
、
そ
の
築
造
の
立
地
と
、
外
形
に
よ
っ
て

の
結
果
に
す

ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
柳
本

-
Q見
山
伎
の
古
墳
年
代
を
推
定

す
る
に
、
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
前
方
後
円
墳
の
、
予
な
も
の
を
表
記
し
て
み

る
之
、
別
表
の
、
と
お
り
で
あ
る
。

後

主

要企

ユ忌

山
間

考

立

一

一
茅
原
大
墓
古
墳

一
台
地
上
周
濠
、
全
長
六
六
米
、
後
円
部
の
は
川
約
五

一
泊
愉
(
円

・
家
?
)

一

五
米
、
帆
立
貝
式

一
箸

大

墓

古

墳

一
台
地
端
一
市
西

一
周
濠
?
、
全
長
約
二
七
五
米
、
前
方
部
一
帆

一
埴
輪
(
円

・
家
フ

)

十
(
倭
迅
速
日

百

襲

一

紘

一

山
田

一
一
二
五
米
、
高
約
一
七
・
川
米
、

後
門
部
一

一

姫
命
大
市
基
)

一

一

-

径
一
五

O
米
、
一
品
約
二
六
米

↑

一
勝

山

古

墳

一
平

地

東

北

周

濠

一

東
回

一
柳
本

大

塚

古

墳
一

台
地
端

一
市
東
一
周
濠
?
、
全
長
約
九
五
米
、
前
方
部
幅
約

紘

一
南
面

-
四
O
米
、
後
円
部
任
約
五

O
米
、
竪
穴
式

一
石
室

・
小
石
室
(
副
宝
)

(
全
長
約
七
O
米
、
前
万
部
制
約
一一.つ
米

後
門
部
内
約
間
五
米
)

墳
ム
日
地
端
一
西
間
一
周
濠
、
八
上
長
約
一
一
コ

O
米
、
前
方
部
幅
六

紘

一

O
米
、
日
約
七
米
、
後
門
部
径
七
五
米
、

宇
一
品
約
一
一
一一
米
、
竪
穴
式
石
川
五
?

物

大
三
輪
町
史

日
本
の
古
墳

:大

l愉
mr 
!心

内
行
花
女
波
・
銅
搬

一
奈
良
県
史
跡
報

一
行
第
六
同
等

Ji i[ 
I~IÌ !it li 

天
理
市
史
資
料

一耐
?と

一
定
良
県
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古

櫛 崇天 ~IH :wア
ネ中 村l て ン

神 ( 神ド
天山ド
白士陥l!l llit!J! 
L 日塚I~ ij 家rl

墳陵~:ft 0な~ 0 なi

毘尾 台
根根 11 It 地
上 端 上

西西 西西 TH 東 市南
西北 田北 ot i 面 面西

高米六周 i 径現周 七高全 i 九Eti 全二約:全
約、O 濠現九濠 :米約長 !米約長米八長
一高米、 1 一六、 、四一 七約 米一
一約、全 !六米全 緊米 - :)1ミ六 、二

;米一高長 .0 、長穴 、三 、五 後二
15 ¥7六約約 l 米高現式後米 後米 円米
主米九一 i 、現在 石円、 Pl 、 部、
今、米五 i 高一二室部前 部前 任前
主後、O 現四四 ・任方 任方 約方
出方中米二・ O 木約部 約部 七部
子部円、三六米極五 似 VLJ 市計 五帖i
長幅部前米米、 liJ t-] 0 約 米:六
持約係方 t 、前 米五 米三 、:h.
形七約部 後方 、。 、四 高米
石五ブL幅 門部 高米 首米 約、

l 桔米O 約 1 部幅 約、 約、 - 1吉l

形・埴 i 銅斧子鋭
石石輸 板 、
製製 ( 鉄三
n 士~F] 批rTr一日n 1:7< と 忠犬 llL I

:.r T.1. r~:'7 

1日lき 鉄朱
鎌約

士鉄 、同

製説昔、 錐O
I111 、、キ

2i 石 剣ロ

グ1 4 J
、車 i叶刀

{立輪 7降、

}¥司王{ 鉄刀

告奈 日 f!? 奈 日
第良 本第良 本

A県 の :二slt の
九史 ILI. 二:y.: -111 
同}跡 i貰 冊跡 i:!( 
報 報

日
本
の
古
墳

引
h
引墳本

薬

師

山

古

墳

一
尾
根
上

一
西
国

士直

~%i天
珂~

r:l:!_ 
資
料

?
天
理
市
史
資

料
編

~ 11 

4

・8
1 1 

相11

長 l 主上 i

行行I.Li

r'l 陥古
O..Lミ

陵 ぎ 墳

尾
根
:v j品

l羽
田

It 

一
日
本
の
古
墳

シ
ウ
ロ
塚
古
墳

全
長
約
八
五
米
、
前
方
部
制
約
一
一
一
冗
米
、

後
円
部
径
約
五

O
米

一
西
市
↑
周
濠
、
全
長
約
一
三

O
米
、
前
方
部
幅
約

一

一
西
商
一
一
七

O
米
、
高
約
二
三

・
七
米
、
後
門
部

一

一

↑

任

約

一

六

五
米
、
高
約
二
一
二

・
一
米

一

尾
根
上

一
西
町

一
全
長
約
八

O
米
、
前
方
部
制
約
一
一
一
五
米
、

後
円
部
作
約
五

O
米

制ili 天
理

史
資
料

大
和
政
杭
成
立
へ
の
一
考
察
ハ
小
島
U

六
九
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茶 !

日
IU 
ー→ A

l:_j : 

墳

鳥見山麓古墳群

兜メ
ス
リ
山
古
墳

西 !
面 l

室一高全 I 竪 1 ・ー約周
) 一米九長 ! ?て 木一六濠

、米約 1 石市I'{O ー ?
問 、コ宝 米米、
穴後三 、、全
式円O 家 市i高長
石部米 71~ 約約約
;主任 、! 石 二一二
・約前 打( 一三O
副一方 米米七
宝三部 } 、、米
，，0幅~.\~後、
!日 米約 : 穴円前
穴 ‘八 I 式部方
式 1' ': :1 0 石待部
石二米 i 宣約幅

白石埴 l 空l直 :ゆ 11 石ヨミ
ロ、輪王輪面片製杖
1T r::.. -~~品 、口 1 、
花弓円 ふ円剛山1

文笹e¥.J 脱 ¥.J 後銅 、鉄
、.、 板、 ¥.J 倣帆杖

神以勾 、鉄 ' ~員 、形、

獣詰i王 子守倣 il 命剣正i王
鋭 '1日l' .... 葉、 ( 、製知;
\く~~~l\よ 小 必 |二 A-l1 、
附{fl;j ~I~ 王 \.Jnm 、王
子育 、 、 知鍬葉
7閉じすで1 {昔 、j段 、

お'~釧王 j;j~ :fÎ五
製 、 J 片)1-輸

品31i鍬'~ " 、界
! ¥-Jt -J 世 _-lミ 一 行7伝

邑
艮
丸

r
Lf
i
s
v
Lげ
y

}有
面

塚 |

(丘 l

~i;品陵
) 上

西 1

面

こ
の
表
に
は
、
横
穴
式
石
室
を
有
し
、
明
ら
か
に
後
期
に
属
す
る
珠
城
山

古
墳
な
ど
を
除
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
表
か
ら
、
特
に
重
要
と
思
わ

れ
る
も
の
を
、
再
度
つ
ぎ
に
瞥
見
し
て
み
る
と
、

川

景

行

天

皇

陵

柳

本

古
墳
群
中
、
最
も
雄
大
な
前
方
後
円
墳
で
、

西
南
西
に
む
か
つ
て

の
び
と
き
た
低
い
尾
根
端
に
、
尾
根
の
方
向
と
同
一
に

営
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
内
部
構
造
や
、
そ
の
出
土
遺
物
に
つ
い
て
は
詳
ら

か
で
な
い
が
、
築
造
企
画
の
数
値
は

6

一2
一2
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
古
墳
に
は
陪
塚
か
、
あ
る
い
は
付
随
し
て
営
ま
れ
た
古
墳
が
あ
る

Q

そ

の
一
つ
は
、
前
方
部
の
北
方
に
あ
る
市
面
の
前
方
後
円
墳
、
上
山
古
墳
で
あ

り
、
他
に
は
、
後
円
部
の
東
北
に
円
形
の
丸
山
古
墳
、
東
方
に
方
形
の
赤
坂

古
墳
、
さ
ら
に
そ
の
東
方
に
、
西
国
の
前
方
後
円
墳
、
シ
ウ
ロ
ウ
(
ジ
ヨ
山
)

古
墳
が
、
同
一
尾
根
上
に
所
在
し
て
い
る

Q

前
方
部
の
前
方
に
ほ
、
ハ

カ
ン
ド

・
岩
神

・
茶
臼
山

・
大
塚
な
ど
の

J

古
坑

-t:; 
o 

奈
良
県
史
跡
撮

ーャ
s
J

・
I
U川
山
川

l

i
r

-
-

J

i
t
ハ，一

ノj
l

桜
井
町
史

銅
鋭
、
鉄
徹
、
万
剣
、
布
製
倣
、
鉄
製
ー
ヮ

ド、
、
問川川父ゴ口
、
.Lh
ふ
d
人

t
，J

止
H
Y
AA
A
q
E
U
-
-
-ふ
北

が
あ
り
、
そ
の
大
塚
古
境
は
、
市
東
南
面
に
川
町
ま
れ
た
前
方
後
円
坑
で
、
後

門
部
中
央
の
石
室
の
東
北
に
あ
っ
た
小
石

室

か

ら
、

径
約
四

0
セ
ン
チ

の

(
却
)

「
長
賞
子
孫
」
銘
の
あ
る
内
行
花
文
鏡
が
山
七
し
て
い
る
。

ま
た
、

景
行
天
弘
陵
の
南
方
の
尾
根、

王
ノ
山
に
は
、
前
方
後
円
墳
が
一
一
一

(
m
m
) 

本
縦
列

L
、
東
と
西
の
古
墳
に
は
、
横
穴
式
石
室
が
確
認
さ
れ
て
い
る

Q

し

か
し
中
央
の
古
墳
は
、
粘
土
榔
な
ど
の
古
式
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
か
も
知

1

工
J

Q

、『ヲ
h
川

4
J
vlv

凶

箸

大

墓

古

墳

武
行
天
日
段
の
西
出
方
、
佐
逃
迎
日
計
襲
援
命
佼

に
治
定
さ
れ
て

い
る
西
北
西
凶
の
前
方
後
円
墳
で
、
長
行
天
叩
陵
に
つ
ぐ
拡

大
な
も
の
で
あ
る
上
、
同
陵
と
同
じ
築
造
企
画
の
数
怖
を
一市
し、

陥
塚
と
考

え
ら
れ
る
古
墳
が
数
拡
あ
る
。

墳
丘
に
は
厚
く
石
が
茸
か
れ
、
塙
輸
の
樹
立
を
示
す
破
片

の
川
十
一
も
あ

う
、
ま
た
、
後
円
部
民
上
二
立
件
種
な
地
設
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
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る
3

3

崇
神
天
皇
環

日I
小行
一
戸
八
円
一
段
刈
北
一
三
一
回
北
百
二

r

ソ
?
っ
て
つ
び

て
き
た
尾
根
端
に
営
ま
れ
た
前
方
後
円
墳
で
、
尾
根
方
向
と
同
一
方
位
を
示

し
た
丘
尾
切
断
の
代
表
形
で
あ
る
。
こ
の
墳
丘
は
、
傾
斜
の
強
い
丘
陵
を
利

(
m叫
)

用
し
て
い
る
た
め
、
水
濠
に
堤
を
築
い
て
貯
水
の
水
位
を
変
え
て
い
る

Q

現
在
の
外
堤
等
は
、
元
治
九
年
か
ら
着
工
さ
れ
た
補
修
工
事
に
よ
り
、
前

万
部
前
面
の
堤
は
約
二
日
、
前
方
部
両
側
面
の
堤
は
約
一
日
高
く
す
る
と
と

も
に
、
前
方
部
南
西
端
か
ら
外
堤
ま
で
の
水
位
調
節
堤
を
除
去
し
、
ま
た
現

在
も
あ
る
南
側
面
く
び
れ
部
の
堤
か
ら
東
、
後
円
部
に
は
、
上
幅
約
二
同
町

(
担
)

泌
さ
約
二
討
の
堀
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
補
修
工
事
の
一
部
は
、
地
形

に
案
じ
、
十
川
制
に
復
す
る
方
針
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
柳
本
蒋
当
時
が
、

掘
の
容
水
量
の
増
加
を
考
え
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
も
と

の
墳
丘
は
、
前
方

部
で
は
、
現
在
の
最
高
水
位
よ
り
一
訂
以
上
、
下
げ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る

と
と
も
に
、
墳
丘
裾
部
は
、
そ
の
後
の
濠
水
に
よ
る
自
然
崩
壊
を
考
え
て
、

主
軸
全
長
二
六

O
げ
以
上
(
現
約
二
四

OMM)、
前
方
部
幅
一
一
八
げ
以
上

(
現
約
九
六
日
)
の
規
模
を
有
し
て
い
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

で
あ
る
。

内
部
構
造
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
な
く
、
し
た
が
っ
て
副
葬
品
に
つ
い
て

も
判
明
し
な
い
が
、
補
修
工
事
中
、
濠
か
ら
内
行
花
文
鏡
と
同
一
と
い
っ
て

(
勾
〉

も
よ
い
文
様
が
中
央
に
あ
る
銅
板
が
出
土
し
て
お
り
、
ま
た
滑
石
製
の
形
の

小
き
い
鍬
形
石
が
出
土
し
た
と
い
う
伝
え
が
あ
る
。

こ
の
古
墳
に
も
陪
塚
、
あ
る
い
は
付
随
し
て
営
ま
れ
た
と
み
ら
れ
る
前
方

後
円
墳
や
円
墳
な
ど
が
あ
る
。
前
方
後
円
墳
で
は
、
前
方
部
前
面
に
、
南
面

し
て
営
ま
れ
た
ア
ン
ド
山
古
墳
と
、
東
面
し
て
常
ま
れ
た
南
ア
ソ
ド
山
古
墳

大
和
政
権
成
立
へ
の
一
考
察
ハ
小
島
)

が
あ
っ
、
西
い
ほ
方
に
江
、
出
而
し
た
後
述
ペ
天
神
山
古
墳
が
あ
る
コ
後
円
部

副
ぶ
に
は
、
三
行
一
六
日一
一
民
主
バ

d
j

リ
シ
'7

ロ
ワ
不
百
一
乳
、，
一
一
川
一
じ
よ
う
に
、
後
山
古

川

i
e

双
方
中
円
墳
、
院
山
古
墳
'j

あ
ゴ三

そ
の
陪
塚
、
あ
る
い
は
付
随
し
て
営
ま
れ
た
前
方
後
円
墳
の
う
ち
、
天
神

戸

h
d

山
古
墳
を
除
い
て
は
、
崇
神
天
屯
陵
と
同
じ
6
一
L
一
L
の
築
造
企
画
数
値

(
お
)

J

乞
示
し
て
い
る
。

凶
天
神
山
古
墳

ハ
眠
不
吉
墳
群
中
、
最
も
詳
ら
か
に
な
っ
た
古
項
で

後
円
部
頂
部
に
、
主
軸
に
そ
っ
た
一
え
さ
六

・一

日以
、
幅
約
一

・一一一
口
、一一
一同
J
C

約
一
・
二

M
の
照
穴
式
石
室
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
石
室
は
、
他
の
多
く
の

古
墳
で
み
ら
れ
る
も
の
と
異
な
っ
た
横
断
面
が
合
掌
形
と
な
り
、
別
に
大
き

な
天
井
石
は
使
用
さ
れ
て
お
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
石
室
の
中
央
に
あ
っ
た

現
長
二

・
六
灯
、
制
0
・
七
六
日
の
木
蝋
状
の
も
の
の
内
問
中
央
に
、

一
一川

×
0
・
バ
M
川
の
枠
を
設
け
、
そ
の
一
中
に
朱
を
約
四

O
J
お
き
、
朱
の
周
辺
に

背
を
下
に
し
た
鏡
二

O
商
を
配
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
遺
駄
の
理
葬
は
考
慮

で
き
な
く
な
り
、
そ
の
上
、
崇
神
天
空
陵
の
陪
塚
に
治
定
さ
れ
て
い

る
ア
ン

ド
山
・
南
ア
ン
ド
山
の
西
古
墳
と
同
じ
く
、
段
築
成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
天
神
山
古
墳
も
陪
塚
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
副
葬
品
の
組
合
せ
か
ら

(

川

品

)

凶
世
紀
後
半
の
半
を
前
後
す
る
も
の
と
考
察
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
古
墳
の
築
造
企
画
の
数
値
は
、
ア
ン
ド
山
・
南
ア
ン
ド
山
両
古
墳
と
異

な
り
、
景
行
天
皇
陵
と
同
じ
6
一
2
一
2
の
数
値
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
柳
本
古
墳
群
の
営
造
時
期
推
定
の
、
最
も
価
値
の
高
い
資
料
と
い
う
こ

と
の
で
設
」
る
、
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

間

櫛

山

古

墳

崇
神
天
皇
陵
の
東
側
、
同

一
一
尾
根
に
、
尾
根
を
切
断

し
て
営
ま
れ
た
双
方
中
円
墳
で
、
前
方
部
は
破
壊
さ
れ
て
詳
ら
か
に
知
る
す

-1::; 
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法
政
史
学

第
二
十
号

べ
も
な
い
が
、
中
門
部
に
は
、
組
合
式
長
持
形
石
棺
を
有
す
る
竪
穴
式
石
室

が
破
壊
さ
れ
な
が
ら
も
残
り
、
後
方
部
に
は
、
祭
壇
を
思
わ
せ
る
よ
う
に
、

一
定
の
区
域
を
限
っ
て
美
し
い
白
礁
を
敷
き
詰
め
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
双

方
中
円
墳
の
性
格
の
一
端
を
示
し
て
い
る
と
と
も
に
、
四
世
紀
末
か
ら
五
世

(
お
)

紀
初
頭
の
営
造
を
思
わ
せ
て
い
る

Q

ま
た
、
後
方
部
を
除
い
た
前
方
後
円
墳
と
し
て
、
築
造
企
画
の
数
値
を
み

る
と
、

6
一
2
一
2
と
な
り
、
築
造
企
画
上
は
、
箸
大
墓
古
墳
・
景
行
天
日

陵
・
天
神
山
古
墳
と
、
月
一
性
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
る

u

制
茶
臼
山
古
墳
烏
見
山
の
北
麓
、
丘
尾
を
切
断
、
修
整
し
て
常
ま

れ
た
前
方
後
円
墳
で
、
後
円
部
は
二
一
輪
山
の
方
に
配
し
て
い
る

Q

そ
の
後
円

部
上
に
、
氏
に
六
舟
ン
前
後
の
穿
孔
の
あ
る
査
(
埴
輪
)
を
長
江
形
に
配
列
し
そ

の
内
側
の
竪
穴
式
石
室
上
守
被
夜
す
べ
き
封
土
を
一
段
、
と
一
口
問
く
し
、
こ
の
丙

く
し
た
四
国
を
州
市
石
を
も
っ
て
古
い
た
方
形
格
を
形
成
し
て
い
る

J

行
宝
ば

主
軸
に
沿
っ
た
長
き
六
・
七
五
一
灯
、
幅
約
一
・
一
三
日
、
一
口
刊
さ
約
一
・
六
日

で
二
枚
ご
と
に
朱
で
染
め
た
割
石
を
小
口
積
に
し
、
天
井
は
表
裏
に
朱
を
前

抹
し
た
板
状
巨
石
で
葎
い
、
氏
部
は

U
字
状
に
な
る
よ
う
割
石
を
凹
状
に
敷

き
、
そ
の
上
に
巨
木
で
つ
く
ら
れ
た
木
棺
を
安
置
し
て
い
た
。
木
棺
を
安
置

(
部
)

し
た
竪
穴
式
石
室
の
、
最
も
整
備
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
ο

こ
の
古
墳
に
も
周
濠
を
有
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
水
田
が
墳
丘

を
と
り
か
こ
ん
で
い
る
と
と
も
に
、
築
造
企
画
の
数
値
は
、
例
の
少
な
い

6

一
3
一
ー
を
示
し
、
柄
鋭
式
古
墳
の
代
表
例
と
い
え
る
も
の
で
あ
る

-v

山
メ
ス
リ
山
古
墳
鳥
見
山
麓
古
墳
群
と
呼
ぶ
よ
り
も
、
阿
部
丘
陵

円
出
仔
と
呼
ぶ
方
が
適
当
で
あ
る
¥μ

、，
K
J
T
1
h
E
一
一
」
に
害
・
一
人
主
六
匹
以
な
ど
や
」

加
え
た
も
の
と
同
ょ
に
J

、
広
範
れ
に
み
土
十
日
航
群
な
と
り
あ
げ
た
関
係
上
、

Fヒ

鳥
見
山
麓
古
墳
群
の
古
墳
と
し
て
と
り
あ
一
げ
た
古
墳
で
、
前
記
茶
臼
山
古
墳

よ
り
も
雄
大
な
前
方
後
円
墳
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
ま
た
後
門
部
上
よ
り

見
わ
た
せ
る
主
要
範
聞
は
、
茶
臼
山
古
墳
が
初
瀬
川
を
越
し
た
三
輪
山
お
よ

び
そ
の
麓
の
奈
良
盆
地
で
あ
る
の
に
対
し
、
メ
ス
リ
山
古
墳
は
、
耳
成
山
方

面
の
奈
良
盆
地
で
あ
る
と
い
う
点
に
相
違
点
が
あ
る
。
こ
の
相
違
点
は
、
単

に
立
地
ば
か
り
で
な
く
、
内
部
構
造
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る

Q

す
な
わ
ち
、
前
方
部
に
比
し
て
、
非
常
に
高
く
築
か
れ
た
後
円
部
中
央
の
、

頃
丘
主
軸
と
直
交
す
る
竪
穴
式
石
室
は
、
多
く
の
堅
穴
式
石
室
を
有
す
る
古

墳
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
墳
丘
を
設
け
た
後
、
墓
拡
と
い
ろ
べ
き
も
の
を
掘

り
下
げ
、
そ
の
中
に
石
室
を
設
け
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
墳
丘
を
積
み
上

げ
て
行
く
過
程
に
、
石
畳
状
の
も
の
で
長
方
形
の
墓
域
的
な
と
こ
ろ
を
設
け

た
と
い
え
る
と
と
も
に
、
石
{
主
k
百
L
T
方
形
格
の
よ
う
に
上
へ
、
長
方
形
に

突
川
さ
せ
る
も
の
と
反
対
に
、

Ah
主
に
近
く
な
る
一
一
民
画
を
設
け
、
そ
の
周

川
を
長
方
形
に
一
一
列
、
埴
輪
門
間
を
同
綻
さ
せ
、
さ
ら
に
そ
の
ご
列
内
に
も

埴
輪
を
配
し
た
と
い
う
特
種
構
造
を
な
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
中
央
の
、
長
さ
約
八
・
二
日
、
幅
約
一
・
三
万
、
高
さ
約

一
・
六
灯
で
、
底
部
は

U
字
形
を
な
す
粘
土
床
か
ら
な
る
竪
穴
式
石
室
の
東

側
、
二
列
の
埴
輪
列
内
に
は
、
前
記
天
神
山
古
墳
の
石
室
と
同
じ
、
横
断
面

が
合
掌
形
と
な
る
長
さ
約
六
日
日
、
幅
約

0
・
七
日
、
一
日
川
き
約

0
・
七
貯
の
竪

穴
式
石
室
(
副
室
)
を
、
中
央
の
石
室
と
平
行
し
て
設
け
、
多
量
の
武
器
と

工
具
知
、
王
杖
な
ど
を
納
め
、
遺
拡
埋
葬
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
っ

以
L

一
三
一
工
一
一
、
日
下
一
・
円
1
一山川一
17
坑
一
存
一
、
石
川
だ
な
い
1
fハ~一
三
千
立
1
J
た

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
古
墳
、
か
、
如
何
な
る
時
則
の
も
の
で
あ
る
か
、
天
神
山
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-
櫛
山
・
茶
臼
山
・
メ
ス
リ
山
の
四
古
墳
の
発
掘
調
査
か
ら
、
他
の
未
発
掘

調
査
の
古
墳
営
造
時
期
を
推
定
す
る
の
は
、
危
険
な
こ
と
で
あ
る
が
、
天
神

山
古
墳
と
櫛
山
古
墳
と

の
中
間
の
常
ま
れ
た
崇
神
天
虫
陵
の
推
定
時
期
を
、

何
辺
に
お
く
か
、
ま
た
茶
臼
山
古
墳

・
メ
ス
リ
山
古
墳
の
営
造
時
期
を
ど
こ

に
お
く
か
が
、
古
墳
の
初
現
の
問
題
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
次
章
に
、
そ
の
推
定
を
な
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

、王
ハ
叩
山
)
伶
藤
小
古
「
磯
城
郡
柳
本
字
大
塚
所
在
大
塚
発
掘
古
鏡
」
(
奈
良
県

史
蹟
勝
地
調
査
報
告
六
)
大
正
八
年
、
梅
原
末
治
・
森
本
六
爾
「
大

和
磯
城
郡
柳
本
大
塚
古
墳
調
萩
報
告
」
(
考
古
学
雑
誌
二
ニ
の
八
)

大
正
一
二
年

〈
m
m
)

伊
達
宗
泰
・
拙
稿
『
珠
城
山
古
墳
』
昭
和
一
二
一
年
、
伊
達
宗
泰
「
大

三
輪
町
穴
師
珠
域
山
二
号
・
ゴ
一
号
墳
」
(
奈
良
県
文
化
財
調
査
報
告

一
一
一
)
附
和
三
五
年

(
初
)
末
永
雅
雄
『
円
本
の
古
墳
"
一
間
和
三
六
年

(
訂
)
秋
、
永
政
孝
」
崇
神
天
白
h

御
陵
改
修
工
事
関
係
の
資
料
」
(
一
大
和
夫

神
山
古
墳
』
所
収
)
昭
和
三
八
年

(
幻
)
樋
口
清
之
「
崇
神
天
聖
陵
発
見
と
伝
ふ
る
青
銅
板
」
(
芳
古
学
研
究

二
の
一
)
昭
和
三
年

(
お
)
上
田
宏
範
氏
の
教
示
に
よ
る
。

〈
M
V
伊
達
宗
泰
・
森
浩
一
・
拙
稿
『
大
和
天
神
山
古
墳
』
(
奈
良
県
史
跡

名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
二
二
)
昭
和
三
八
年

(
お
)
上
司
宏
範

「
節
山
十
I

官
」
(
『
桜
井
存
臼
山
古
昔
ー一
升
収
)
昭
和
一一一

日ノ
年

大
和
政
権
成
立
へ
の
一
考
察
ハ
小
島
〉

(
お
)
上
刊
宏
範
・
中
村
春
寿
一
長
井
一
余
白
山
古
墳
』

パ
然
記
念
物
調
白
吋
山口

一
九
〉
川
和
一一一六年

(
幻
)
机
稿
『
奈
良
県
の
巧
J

門
学
』
開
和
問
。
年

〈
奈
良
県
史
跡
名
勝

主
要
古
墳
営
造
の
推
定
時
期

前
章
一
で
い小引
見
し
た
第
一
次
王
朝
周
辺
の
重
要
な
古
玖
の
ろ
ち
、
天
神
山
古

墳
に
つ

い
て
は
、
凶
世
紀
後
半
の
半
を
前
後
す
る
も
の
と
い
う
考
察
を
加

え
、
ま
た
楠
山
古
墳
に
つ
い
て
は
、
四
世
紀
末
か
ら
五
世
紀
初
出
に
築
造
さ

れ
た
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
後
者
の
駒
山
古
墳
は
、
他
に
も
営
造
時
期

推
定
の
要
凶
は
あ
る
が
、
端
的
に
は
、
仁
徳
天
点
陵
な
ど
で
知
ら
れ
る
長
持

形
石
棺
」
グ
占
有
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
そ
の
時
期
を
推
定
し
た
も
の
で
あ
り
、

前
者
の
天
神
山
古
墳
に
お
い
て
は
、
玉
製
品
な
ど
の
装
身
兵
が
皆
無
で
あ
り

ま
た
木
橿
内
の
中
心
で
あ
っ
た
朱
(
辰
砂
〉
は
、
貌
志
倭
人
伝
の
「
景
初
二

(
二
一
〉
年
六
月
、
倭
女
王
遣
大
夫
難
升
米
等
詣
郡
:
:
:
(
略
)
:
:
:
。
其
年

十
一
一
月
、
詔
書
報
倭
女
王
日
、
制
詔
祝
説
倭
壬
卑
弥
呼
、
:
・
:
(
略
)
:
:
:
。

又
特
賜
汝
紺
地
句
文
錦
コ
一匹
・
細
班
華
厨
五
張
・
内
約
一九
十
匹
・
金
八
両
・

五
尺
万
二

口
・
銅
鋭
百
枚

・
真
珠
・
鉛
円
各
五
十
斤
、
比
内
装
封
付
難
升
米
・

牛
利
:
:
:
(
略
)
」
と
い
う
記
事
な
ど
に
よ

っ
て
も
知
ら
れ
る
ご
と
く
、
米
の

類
が
、
鏡
と
同
ょ
う
重
要
賜
品
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
上
、
こ
れ
を
と

り
ま
く
に
、
鏡
二

O
面
を
あ
て
て
い
る
が
、
遺
肱
の
一
理
葬
は
認
め
ら
れ
ず
、

陪
塚
の
要
素
を
も
っ
て
い
る
。
朱
を
と
り
ま
く
二

O
面
の
鏡
と
、
木
祇
前
後

に
配
さ
れ
た
コ一一
回
の
鋭
は
、
方
格
規
短
銃
6
、
内
行
花
文
鋭
4
、
画
文
帯
神

式
涜
4
、
市
魚
境
2
、
コ
一
角
緑
川
獣
鏡
2
、
獣
形
筑
3
、
獄
荷
鋭
1
、
人
物

h
…
獣
V
へ鋭
l
で
、
そ
の
う
ち
仇
裂
お
に
、
日
本
的
文
様
、
を
芯
一位
し
た
人
物
心

，七
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法
政
史
学

第
二
十
号

獣
読
を
は
じ
め
と
す
る
一
一
一角
株
神
獣
鋭
2
、
獣
形
鋭
2
の
一
九
向
か
一有
し
な
が

子
ノ
也
、
十
万
格
規
矩
鋭
を
六
一
回
、
一
配
存
す
る
ト
九
日
ど
か
ら
で
あ
る
一
》

こ
の
四
世
紀
後
半
の
半
ば
頃
の
天
神
山
古
墳
を
陪
塚
と
し
、
五
世
紀
初
頭

前
後
の
櫛
山
古
墳
と
の
問
に
営
ま
れ
た
崇
神
天
皇
陵
の
推
定
時
期
と
な
る

と
、
同
陵
域
内
出
土
と
い
う
資
料
が
少
な
い
関
係
で
国
難
で
あ
る

J

か
、
強
い

て
推
論
す
る
と
、
一
議
内
か
ら
出
七
し
た
銅
一
円
心
、
表
と
み
ら
、
れ
る
万
乙
中
央

に
、
円
形
を
中
心
に
方
形
格
と
線
刻
し
た
文
様
が
、
内
行
花
女
鏡
と
共
通
性

を
も
ち
、
ま
た
直
弧
文
鏡
と
の
関
係
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
優
秀
な
内

行
花
文
鏡
・
直
弧
文
鏡
な
ど
が
仇
製
さ
れ
、
こ
れ
を
副
葬
し
た
時
期
前
後
の

(

叩

ぬ

)

符
造
で
あ
っ
て
、
優
美
な
鋳
上
り
の
直
弧
文
鏡
、
か
副
葬
さ
れ
た
新
山
古
墳
や

(
ぬ
)

内
行
花
文
鏡
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
日
葉
酸
媛
命
陵
な
ど
と
、
そ
の
営
造
時
期

に
は
大
差
が
た
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
上
、
主
墳
の
常
造
が
、

陪
塚
の
営
造
よ
り
も
多
少
古
い
場
合
が
あ
っ
て
も
当
然
で
あ
る
こ
と
か
ら
し

て
、
天
神
山
古
墳
よ
り
も
古
く
て
も
、
長
年
月
の
差
が
あ
る
と
は
い
え
な

い
。
こ
の
こ
と
は
、
築
造
企
画
の
数
値
が
、
6
一
2
一
ほ
の
天
神
山
古
墳
と

6
一
日
…
一
山
の
崇
神
天
皇
陵
と
異
な
る
も
、
後
円
部
の
半
筏
の
数
値
よ
り
も

少
な
い
比
率
を
一
万
す
と
と
も
に
、
後
円
部
の
円
弧
が
中
軸
線
と
交
わ
る
点
か

ら
、
前
方
部
隅
角
と
周
濠
隅
角
と
を
結
び
、
中
軸
線
の
方
に
延
長
し
て
交
わ

る
点
ま
で
と
、
そ
の
点
か
ら
前
方
端
ま
で
と
の
比
率
は
異
な
る
も
の
の
、
お

の
お
の
の
古
墳
で
は
、
同
じ
長
さ
ハ
比
率
)
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
点

か
ら
、
大
差
の
な
い
時
期
の
営
造
と
い
う
推
定
は
不
可
能
で
な
い
。

ま
た
、
天
神
山
古
墳
と
同
じ
築
造
企
画
の
数
値
を
示
す
景
行
天
皇
陵
・
箸

大
墓
両
古
墳
に
お
い
て
も
、
そ
の
立
地
は
異
な
る
上
、
副
葬
品
等
に
つ
い
て
判

明
し
な
い
現
在
、
天
神
山
古
墳
の
前
後
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

，七
pq 

1
9
J -一

一
五
山
庄
の
FY
一広で
、

六

、
き
い
メ
ス

リ
什
'
I
Fんは
、
そ
の
r
h

一

穴
式
石
室
も
長
さ
八
・
ニ

M
と
い
う
大
き
い
も
の
で
あ
る
上
、
副
葬
品
の
み

を
埋
納
し
た
竪
穴
式
石
室
(
副
室
)
が
あ
り
、
そ
の
副
室
は
、
天
神
山
古
墳

の
石
室
と
同
じ
横
断
面
が
合
掌
形
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
天
神
山

古
墳
は
、
詰
塚
と

L
て
築
造
さ
れ
た
境
三
二
台
冷
る
士
一
一
七
~
・
主
で
あ
る
と
い
う

柑
呉
は
あ
る
も
の

の
、
遺
鉢
を
埋
葬
し
て
い
な
い
石
{主
と
し
て
、
同
一
一
況
で

き
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
来
同
一
墳
丘
に
設
け
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
天

神
山
古
墳
の
よ
う
に
、
主
墳
か
ら
離
れ
て
別
に
墳
丘
を
設
け
た
と
い
う
こ
と

は
、
埋
葬
さ
れ
た
人
の
身
分
関
係
、
す
な
わ
ち
副
葬
品
の
多
謀
、
権
力
の
相

異
と
い
う
こ
と
に
よ
る
と
い
ろ
断
定
を
な
せ
ば
問
題
外
で
あ
る
が
、
そ
の
同

(
叫
)

一
墳
丘
内
に
設
け
る
よ
り
も
後
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
、

天
神
山
古
墳
よ
り
も
古
い
時
期
の
営
造
と
も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い

J

さ
ら
に
、
メ
ス
リ
山
古
墳
の
主
室
出
土
品
で
、
特
種
な
も
の
と
し
て
あ
げ

ら
れ
る
椅
子
形
石
製
品
は
、
近
く
の
古
墳
で
は
、
日
葉
酸
媛
命
陵

・
新
山
古

(
日
目
)

墳
で
出
土
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
メ
ス
リ
山
古
境
の
営
造

時
期
推
定
の
有
力
な
資
料
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

メ
ス
リ
山
古
墳
の
東
北
方
、
第
一
次
王
朝
推
定
地
に
最
も
近
い
鳥
見
山
麓

古
墳
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
茶
臼
山
古
墳
は
、
メ
ス
リ
山
古
墳
の
主
石
室
よ
り

も
、
そ
の
規
模
は
小
さ
い
が
、
積
み
上
げ
ら
れ
た
側
壁
は
も
ち
ろ
ん
、
底
部

の
敷
石
、
天
井
石
ま
で
朱
を
塗
抹
し
た
優
美
と
も
い
え
る
石
家
で
、
王
者
の

奥
津
城
と
み
る
に
、
副
非
の
玉
杖
と
と
も
に
最
適
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
が

方
格
規
矩
鏡
1
、
内
行
花
文
鋭
2
1
5
、
画
文
帯
神
獣
鏡
2
、
二
一
角
紋
神
獣

鋭
と
一
応
、
古
い
時
期
の
古
墳
で
み
ら
れ
る
鋭
式
は
存
在
す
る
も
の
の
、
方
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格
規
短
銃
の
副
葬
数
は
、
他

2
4式
よ
り
も
少
な
く
、
ま
た
メ
ス
リ
山
十
日
坑

市
川
王
杖
と
し
て
い
之
、
L
-
mL

'P

一
、
茶
臼
山
古
子
ん
の
玉
忙
し
一
は
一脚
了f
一
慢
に
寸
三
!プ
¥

同
一
種
の
も
の
を
有
L
、
さ
ら
に
、
石
室
の
前
後
下
部
に
棚
状
の
も
の
を
設

け
る
と
と
も
に
、
一
般
例
と
し
て
、
石
室
氏
部
が
粘
土
で
あ
る
に
対
し
て
吹

石
で
あ
る
と
い
う
点
、
メ
ス
リ
山
古
境
よ
り
も
相
当

J

遡
る
主
考
え
る
こ
と
コ

不
可
能
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
柳
本
・
鳥
見
山
麓
の
主
要
な
古
墳
の
常
造
時
期
を
推
定

す
る
と
、
い
ず
れ
も
四
位
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
で
あ
っ
て
、
そ
れ
も
後

半
の
半
ば
ご
ろ
を
前
後
す
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

一証
(
お
)
梅
原
末
治
『
佐
味
田
及
新
山
古
墳
の
研
究
』
大
正
一

O
年

〈
ぬ
〉
梅
原
末
治
「
古
式
古
墳
観
」
ハ
近
畿
日
本
読
書
『
大
和
の
古
文
化
、
己

昭
和
三
五
年

八
日
刊
〉
同
一
墳
丘
に
遺
体
を
埋
葬
す
る
石
室
を
二
ケ
所
以
上
設
け
る
よ
ラ
に

な
っ
た
結
果
、
副
主
が
、
主
墳
か
ら
外
に
出
た
と
、
私
は
解
し
て
い

。
る

(
叫
)
前
立
(
お
)
・
(
ぬ
)
・
梅
原
末
治
「
附
子
の
右
足
摂
注
品
一

和
文
化
研
究
六
の
一
一
)
昭
和
三
六
平

畿
内
古
墳
の
初
現
地
域

一
一
章
の
よ
う
に
、
第
一
次
王
朝
周
辺
の
主
要
古
墳
の
営
造
時
期
を
推
定
す

る
と
、
古
墳
出
現
期
の
も
の
と
い
う
べ
き
も
の
は
み
あ
た
ら
ず
、
そ
の
上
、

こ
の
周
辺
の
古
墳
が
、
突
如
と
し
て
出
現
し
た
と
断
言
で
き
な
い
。
し
か
ら

ば
、
ど
の
付
近
に
出
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
問
題
は
、
古
墳
研
究
上

大
和
政
権
成
立
へ
の
一
考
察
(
小
島
)

〈大

け
一
大
問
題
で
お

っ
て
、

川
誌
は
凶
却
で
あ
り
、
諸
先
読
も
た
え
ま
、
す
研
究

三
絞
行

J

ご
仁
て
し
7
44

、'
ペ
」
ち
と
じ
、
ぺ
、
良

ι也
長
引
一
に
お
け
る
安
ャ
ど
ヤ
一
に
法

幹
、
す
な
わ
ち
佐
紀
・
お
見
阿
古
墳
群
に
お
い
て
も
、
前
章
で
の
一
推
定
時
期

と
大
差
の
な
い
ほ
口
近
で
あ
り
、
ま
し
て
、
第
三
次
王
朝
の
古
墳
営
造
地
域
と

も
い
う
べ
き
百
舌
'
ハ
・
夜
日
(
道
明
寺
)
阿
古
墳
群
に
お
い
て
も
、
第
一
次

王
朝
周
辺
の
'一向
墳
よ
り
古
い
時
期
の
も
の
は
認
め
難
い

3

す
な
わ
ち
、
権
力

と
富
を
必
要
と
す
る
古
墳
常
造
に
お
い
て
は
、
そ
の
権
力
と
富
を
得
て
、
は

じ
め
て
清
一
不
で
き
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
大
和
政
権
の
成
江
に
よ
っ
て
、
そ

の
権
力
と

E

何
回
と
を
獲
得
し
、
前
方
後
円
頃
が
誕
生
し
、
こ
れ
が
地
方
の
校
長

に
、
大
和
政
権
支
配
下
の
資
格
と
し
て
、
前
万
後
円
墳
の
築
造
を
認
め
た
と

(
必
)

す
れ
ば
、
前
方
後
円
一
泊
の
発
生
は
、
こ
の
第
一
次
一十
朝
周
辺
の
常
造
時
期
と

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
六
噴
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
前
提
と

な
る
べ
き
も
の
が
存
在
す
る
と
み
る
べ
き
が
至
当
で
あ
る
。
特
に
中
国
に
お

い
て
も
み
ら
れ
な
い
前
方
後
円
墳
に
お
い
て
は
、
前
提
と
な
る
べ
き
古
墳
の

存
在
を
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
古
墳
の
形
態
は
、
わ
が
国
古
代
文
化
に

大
き
く
影
響
を
あ
た
え
た
中
国
・
朝
鮮
で
み
ら
れ
る
墳
丘
の
形
態
と
考
え
て

し
か
る
べ
き
で
あ
る
a

だ
が
、
古
い
時
期
と
み
ら
れ
る
古
墳
に
、
前
方
後
円

墳
以
外
の
形
態
の
も
の
が
み
あ
た
ら
な
い
現
在
、
前
方
後
円
墳
の
初
現
的
な

も
の
が
、
第
一
次
王
朝
と
も
い
え
る
初
期
大
和
政
権
の
勢
力
圏
、
あ
る
い
は

そ
の
河
辺
に
存
在
す
る
と
考
え
て
、
早
計
で
あ
ろ
う
か
。
よ
っ
て
、
つ
ぎ
に

簡
単
に
そ
の
近
接
地
の
前
万
後
円
墳
の
、
初
現
的
な
も
の
を
考
え
て
み
よ

。

ζ
1ノ

い
う
ま
で
も
な
く
、
古
墳
は
、
い
わ
ゆ
る
権
力
者
の
墳
墓
で
あ
っ
て
、

一

般
民
衆
の
墳
墓
で
な
い
た
め
、
一
般
民
衆
の
墳
墓
と
も
、
権
力
者
の
墳
落
と

-♂七

互1.
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(
お
)

も
未
だ
断
定
さ
れ
な
い
弥
生
式
墳
墓
を
、
直
ち
に
古
墳
の
先
行
段
附
と
し
て

み
る
の
に
は
、
問
題
を
残
す
の
で
あ
る
が
、
査
棺
以
外
に
判
明
し
た
か
っ
た

幾
内
の
弥
生
式
墳
墓
に
、
木
棺
直
葬
と
い
う
端
的
な
言
葉
で
表
現
で
き
る
よ

(
付
)

う
な
弥
生
式
墳
墓
が
、
田
能
・
勝
部
・
瓜
生
堂
な
ど
の
遺
跡
で
検
出
さ
れ
、

追
っ
て
幾
内
各
地
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
と
お
も
う
が
、
そ
の
木
桁
の
埋
置
状

態
は
、
現
在
直
ち
に
古
墳
文
化
前
期
と
み
ら
れ
る
古
墳
の
内
部
構
造
に
結
び

つ
け
ら
れ
な
い
も
の
の
、
そ
の
木
棺
の
規
模
と
、
竪
穴
式
石
室
あ
る
い
は
粘

ト
一
栴
で
推
定
さ
れ
る
木

z相
の
規
模
と
を
考
え
合
せ
た
と
き
、
竪
穴
式
石
室
あ

る
い
は
粘
土
栴
で
推
定
さ
れ
る
木
棺
の
長
さ
の
短
か
い
も
の
が
遡
る
と
い
う

考
察
も
可
能
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
稿
を

新
ら
た
に
し
て
私
見
を
述
べ
た
い
と
思
う
が
、
現
在
、
丘
陵
上
の
自
然
地
形

を
利
用
し
た
小
規
模
の
も
の
か
ら
、
丘
陵
ハ
尾
恨
)
端
、
あ
る
い
は
台
地
端

縁
な
ど
の
傾
斜
変
換
線
の
円
然
地
形
を
利
川
し
た
大
規
模
の
も
の
に
移
る
。

す
な
わ
ち
、
前
者
の
丘
陵
が
十
日
く
、
後
者
の
傾
斜
変
換
線
の
も
の
が
新
ら
し

く
、
ま
た
後
者
に
立
地
し
て
い
て
も
、
前
者
の
立
地
の
要
素
を
有
す
る
も
の

が
市
く
、
そ
の
反
対
に
、
前
者
に
V
一
地
し
て
い
て
も
、
後
半
刊
の
立
地
の
要
素

を
有
す
る
も
の
が
新
ら
し
い
と
す
る
私
見
か
ら
、
こ
の
前
者
の
正
陵
上
の
条

件
に
合
致
す
る
と
み
ら
れ
る
古
墳
を
あ
げ
る
と
、

川
摂
津
国
神
戸
市
須
磨
区
板
宿
町
得
能
山
古
墳
:
:
:
こ
の
古
墳
は
、

小
丘
陵
の
一
頂
部
で
、
宅
地
造
成
中
、
石
室
、
が
発
見
さ
れ
、
調
託
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
た
め
、
円
墳
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
後
一
記
の
万
箱
山
古
墳
の
よ

う
な
墳
形
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
地
形
に
あ
る
。
竪
穴
式
石
室
は
、
ほ
ぼ

JA
北
に
主
軸
を
お
く
、
長
さ
川
町
北
後
、
幅
約
つ
・
九
日
、
一
流
き
約
一
川
丹

氏
部
中
央
、
が
川
い
む
U
字
形
を
な
し
て
い
た
も
の
で
、
副
葬
品
に
は
、
一
同
刀
と

J

i

d

.

、

r
i
l

↑ノ

(
必
)

鋭
が
知
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る

Q

凶
摂
津
国
神
戸
市
兵
庫
民
会
下
山
町
二
本
松
古
墳
:
:
:
こ
の
古
墳
も

昭
和
二
年
浄
水
池
閃
撃
中
の
検
出
で
、
任
二

O
M内
外
、
一
日
さ
約
二
討
の
円

墳
と
推
さ
れ
て
い
る
が
、
一
独
立
正
陵
の
標
高
八
冗
・
九
貯
の
頂
部
に
営
ま

れ
て
お
り
、
万
箱
、
山
古
墳
の
よ
う
に
前
方
後
円
墳
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い

も
の
で
あ
る
一

u

照
穴
式
石
宝
は
、
主
軸
を
ほ
ぼ
南
北
に
置
い
た
長
き
五
・
八

灯
、
底
面
の
幅
約

0
・
八
灯
、
一
両
さ
約

0
・
九
日
で
、
底
部
は
断
面
U
字
形

の
一
粘
土
床
と
し
、
石
室
内
全
面
合
鉄
円
滑
一
布
し
た
も
の
で
あ
る
。
副
葬
品
に

は
、
鏡
、
琴
柱
形
変
形
品
、
直
万
・
剣
・
万
子
・
斧
・
鉄
鋭
・
鉄
釘
・
鉄
片

(
必
)

な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る

Q

ω
摂
津
国
宝
塚
市
長
巴
山
万
綜
山
古
墳
:
:
:
こ
の
古
墳
は
、
尾
恨
降

起
部
を
利
川
し
て
符
ま
れ
た
市
面
の
前
方
後
円
墳
と
み
ら
れ
る
も
の
で
、
山

の
形
に
支
配
さ
れ
、
古
墳
の
界
線
を
定
め
る
の
に
同
難
な
も
の
で
あ
る
が
、

全
長
約
六
円
灯
、
後
円
部
の
任
約
一
一
一
六
灯
、
一
什
き
約
四
・
ぺ
げ
で
、
耳
打
の

存
在
は
考
え
ら
れ
る
が
、
同
輸
の
川
純
に
つ
い
て
は
、
不
明
確
と
い
ろ
よ
り

も
無
い
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
同
穴
式
行
定
は
、
後
円
部
の
中
央
、
主

軸
に
沿
っ
て
、
市
北
に
あ
っ
て
、
長
さ
約
六
・
八
日
、
下
民
部
の
幅
約

0
・

九
日
、
高
き
約
一
討
を
算
し
、
底
部
は
棺
の
部
分
を
へ
こ
ま
し
た

U
字
形
を

な
す
粘
土
床
で
あ
る

Q

副
葬
品
の
す
べ
て
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
管
玉
・
璃

羽
玉
、
鉄
片
が
調
布
時
に
検
出
さ
れ
、
ま
た
、
こ
の
古
墳
か
ら
出
土
し
た
と

(

円

引

)

伝
え
る
鏡
な
ど
も
あ
る
。

以
上
の
三
基
一
の
古
墳
で
、
そ
の
副
葬
品
と
、
円
墳
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い

と
い
う
こ
と
乙
司
湿
が
一
句
L
て
い

3
H
、
一
汀
、
整
備
さ
礼
な
い
吋
万
後
円

以
の
姿
な
る
も
の
が
恕
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
.
一
.
に
つ
づ
く
姿
の
六
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山
川
、
ニ
し
て
、
-
I
依
に
内
部
品
m
述、一
山
判
川
し
な
い
山
崎
山
同
右
京

K
笠
以
町
一
川
在

(
制
)

の
一
本
松
塚
古
墳
、
大
和
国
大
和
郡
山
市
小
泉
町
所
在
の
大
塚
古
墳
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
前
方
後
円
墳
の
初
現
的
な
も
の
と
し
て
、
淀
川
右
岸
の
摂
津

国
所
在
の
古
墳
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

註
八
位
)
四
嶋
定
生
「
六
墳
と
大
和
政
権
」
ペ
岡
山
史
学
一

O
)
附
和
三
七
年

(
必
)
弥
生
式
墳
濯
で
多
泣
の
銭
や
五
期
、
そ
の
他
剖
山
陀
汗
さ
れ
て
い
る
も
の

も
1
-

の川

、
そ
の
副
葬
品
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
椛
力
汗
と
も
い
え

な
い

こ
と
は
な
い
。

ハ川
叫
)
尼
崎
市
凹
能
遺
跡
発
掘
調
氏
妥
民
会
一
端
「
田
能
遺
跡
既
報
』

・
岨一也
中

市
敬
育
委
川
口
会
刊
『
勝
部
遺
跡
』

・
大
阪
府
教
育
委
民
会
刊
『
東
大

阪
市
瓜
生
堂
遺
跡
の
調
十
代
一
各
附
和
凶
二
年

(
布
)
梅
原
末
治
『
兵
庫
県
下
に
於
け
る
古
式
古
墳
の
調
古
』
(
兵
庫
県
史

蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
行
報
汗
書
二
)
大

ι
一
四
年
ほ
か

・
出
土
焼

に
は
内
行
花
文
鏡

・
方
格
問
短
銃
(
方
?
)
各
一
一
山

ハ
日
刊
)
梅
原
末
治
「
会
下
山
二
本
松
古
墳
」
(
兵
庫
県
史
蹟
名
勝
天
然
心
念

物
調
市
域
百
五
)
昭
和
三
年

・
米
を
喰
抹
し
た
v
h
井
一
次
臼
山
古
墳
に

号
柱
形
変
形
口
問
と
い
え
る
冗
輸
培
形
石
製
品
が
出
さ
し
て
お
り
、
相

通
ず
る
要
素
を
も
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

(
門出
)
梅
原
末
治
『
近
畿
地
方
古
墳
墓
の
調
査
二
一

報
告
四
〉
明
和
一
二
年

ハ
必
〉
梅
原
末
治
「
川
岡
村
岡
ノ
古
墳
」

一
一
)
大
正
九
年

(
日
本
弁
文
化
研
究
所

〈
京
都
府
史
蹟
勝
地
調
夜
会
報
告

大
和
政
権
成
立
へ
の
一
考
察
(
小
島
)

ヘ川叩)'汁一一一一一三一ついぷアパ
J

日一
入品-〉

・
ι
、ぺ

念
物
調
トhH
報
H
T
U

二一一
一」
附
和
凶
一
年

(
三
日
〈

L
U
-
-、
-J
ケハ
一一時
h
.

三~(勺

む

び

す

以
上
の
よ
う
に
、
第
一
次
王
朝
周
辺
の
古
墳
か
ら
、
そ
の
首
造
時
期
、
さ

ら
に
第
一
次
王
朝
の
勢
力
闘
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
の
初
現
的
な
姿
の
古
墳
を

瞥
見
し
、
ま
た
、
は
じ
め
に
も
ふ
れ
た
ご
と
く
、
雄
大
な
応
神
天
引
陵
の
常

造
ゃ
、
日
'山

切
の
州
大
な
陵
、
一
辺
和
山
氏
百
r

ぃ
古
川
午
一
仰
の
地
に
設
け
た
仁
徳
天
日
の

如
く
、
そ
の
杭
刈
な
訪
示
し
た
と
み
た
場
合
、
第
一
次
主
判
成

ι時
別
と
、

そ
の
周
辺
の
古
墳
と
の
関
係
に
お
い
て
問
題
を
残
す
の
で
は
あ
る
が
、
ト
什
坑

文
化
の
普
及
伝
捕
の
背
民
に
、
大
和
政
権
の
政
治
上
の
一
世
位
性
が
横
た
わ
っ

て
い
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
第
一
次
王
朝
に
お
い
て
も
、
応
神

・
仁
徳
天
日

陵
の
如
く
、
そ
の
権
力
を
誇
示
す
る
た
め
の
雌
大
な
前
方
後
円
墳
が
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
墳
某
常
造
と
い
う
[
事
に
従
事
す
る
将
は
、

被
支
配
有
で
あ
り
、
保
守
的
な
面
を
多
く
も
つ
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
技

術
や
慣
習
の
制
約
を
う
け
や
す
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
、
抗
大
な
前

方
後
円
墳
の
前
提
と
な
っ
た
古
墳
と
い
う
べ
き
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
司
介

定
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
ふ

よ
っ
て
、
そ
の
第
一
次
王
朝
を
成
立
さ
せ
た
豪
族
(
族
長
)
、
か
、
大
和
へ

進
攻
す
る
か
、
大
和
の
在
地
表
族
と
和
合
す
る
か
の
問
題
は
あ
る
と
し
て
も

そ
の
出
白
地
点
と
い
う
べ
き
と
こ
ろ
か
、
そ
の
斜
路
地
と
い
う
べ
き
と
こ
ろ

だ
が
、
前
提
と
な
る
墳
墓
の
初
現
地
域
と
考
え
て
妥
当
で
は
な
い
か
と
忠
わ

れ
る
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に
で
も
甘
見
し
た
ご
と
く
、
継
体
天
日
に
お
い
て
は
、
前
王
朝
の

七
-¥.:: 
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ヒ八

基
盤
、
大
和
・
河
内
の
大
和
川
流
域
地
帯
へ
の
進
出
ま
で
、
山
北
日
・
摂
津
・

河
内
・
大
和
の
分
界
点
付
近
の
淀
川
流
域
を
中
心
と
し
て
、
大
和
・
河
内
の

在
地
豪
族
と
対
立
し
、
北
九
州
の
生
ま
れ
と
み
ら
れ
る
応
神
天
皇
の

一
軍
は

難
波
津
へ
の
上
陸
ま
で
に
、
摂
、
津
の
務
古
水
門
に
入
る
こ
と
か
ら
考
え
、
ま

た
、
当
時
の
大
阪
湾
か
ら
淀
川
流
域
の
地
勢
を
考
慮
す
る
と
、
そ
れ
が
西
方

か
ら
、
あ
る
い
は
北
陸
方
面
か
ら
の
進
出
に
あ
た
っ
て
は
、
大
阪
湾

・
淀
川

を
波
つ
て
の
進
攻
は
、
一

朝
一
夕
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
淀
川
右
岸
の
摂
津
国
に
お
い
て
兵
姑
を
設
け
、
対
峠
し
て
勢

力
を
誇
示
し
た
後
、
進
攻
か
和
合
を
求
め
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
推
察
を
、
第
一
次
王
朝
周
辺
の
古
墳
よ
り
も
古
い
、
初
現
的

な
姿
を
示
す
摂
津
国
の
得
能
山

・
二
本
松
・
万
箱
山
な
ど
の
古
墳
か
ら
な
し

た
と
き
、
こ
れ
ら
の
古
墳
営
造
地
付
近
に
進
出
し
た
第
一
次
王
朝
成
立
者
が

兵
姑
地
と
し
、
勢
力
を
河
内
・
大
和
と
対
崎
さ
せ
、
さ
ら
に
墳
某
を
も
常
み

大
和
へ
の
進
出
ケ
一
計
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
一
試
案
が
可
能
と
な

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
、
初
現
的
な
古
墳
か
ら
、
第
一
次
王
朝
成
立
者
の
進
出
経
路

を
求
め
る
私
見
は
、
一
笑
に
付
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が

大
和
政
権
成
立
と
古
墳
の
初
現
と
の
関
係
を
導
き
出
さ
れ
れ
ば
と
思
い
、
不

的
不
充
分
な
資
料
を
使
用
し
て
一
私
見
を
記
し
た
も
の
で
、

初
、
患
が
多
く
、

諸
君
の
叱
正
が
あ
る
こ
と
と
思
う
が
、
寛
恕
を
お
願
い
し
た
い
。


